
くるるん編み器 で作る  干支の辰

材料　ハマナカジャンボニー（50ｇ玉巻）
　　　№27－0.5 玉　ムービングアイ　７㎜
　　　フェルト黄色、　厚紙　　手芸綿　少々
サイズ　本体　長さ 16㎝ ×高さ 12㎝
用具　　ハサミ、手芸用ボンド、とじ針

ハマナカジャンボニーと
くるるん編み器を用意し
ます。糸はしを糸玉から
出します。

糸はしを 2０㎝ほど残し、
編み器の棒２本に写真の
ように、逆三角形にかけ
ます。

残りの３本の棒に、三角形
に糸をかけます。これで
糸のセットができました。

三角形の左の棒から編み
始めます。糸玉の糸を棒
にそわせ、棒にかかって
いる糸を指でつまみます。

つまんだ糸を棒にそわせ
た糸にかぶせるように、
引っ張ります。

引っ張った糸を棒の向こう
側に落とします。これで
１目編めました。

同様にして、くるるん編み
器を回しながら、編み進め
ます。

くるるん編み器の棒の内側
に、編んだ編み地がたまっ
てきたら、最初の糸はしを
外側にひっぱって、編み地
をのばします。

手芸綿を詰めながら、長さ
約６０㎝になるまで編みます。

６０㎝編めたら、糸を約
20㎝残して、カットしま
す。

ひっぱって出来た穴に、
最後の糸はしを下から
上に通します。

同様に５本すべてのかか
っている糸に糸はしを通
します。これで棒からは
ずれても編み地がほどけ
なくなります。

編み地が 5㎝ほど編めたら
編み地の中に、手芸綿を少し
づつ、詰めながら編みます。

糸始末をします。
棒にかかっている糸を
引っ張ります。
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編み地を写真のような形にし、３か所を共糸で結びます。
（とじ針使用。）

棒から編み地をはずします。 糸はしをひっぱり、編み地
をしめます。　糸はしは、
とじ針で編み地の中に糸始
末します。

型紙を実物大でプリントし、
フェルトをカットします。

フェルトに沿って、厚紙
をカットします。

各パーツを本体にボンド
で貼ります。

足のフェルトを厚紙に
ボンドで貼ります。

完成です。

下から 3㎝

下から 7㎝
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フェルト　黄色　実物大型紙
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